
平成２８年度 学 校 評 価 シ ー ト 和歌山県立新宮高等学校（全日制） 校長 畑 伸憲 印

目指す学校像 ・知・徳・体 バランスがとれた人間形成

・ ・地域社会に積極的に貢献する人材、次世代の日本社会・国際社会で活躍できるリーダーの育成

育てたい生徒像 ・良き伝統の継承と新しい伝統の創造

１ 学びの場の充実による教育の質的向上 Ａ 十分に達成した （８０％以上） 学校評価の結果と改善方策の公表の方法
達

２ 生徒の教育課題克服 Ｂ 概ね達成した （６０％以上） 平成29年度の振学会総会や学校評議員会
本年度の重点目標 成 等において、保護者や学校関係者に結果を

３ 教職員の資質向上 Ｃ あまり十分でない（４０％以上） 知らせ公表していく。
度

４ 地域共育コミュニティの形成推進による規範意識の涵養と良き社会人の育成 Ｄ 不十分である （４０％未満）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

重 点 目 標 年 度 評 価 平成２９年２月２３日 実施

番号 現状と課題 評価項目 具体的取組 評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等

１ 多様な生徒に対応するため、類 ①「わかる授業」、「力のつ ①授業時間の確保と授業規律の保持。 ・年間授業計画の100％実施。 ①学習環境の整備、授業規律の確 次年度も授業時間の確保に取 学校評議員会において以下の意見が出さ
型別クラス編成とともに進路希望 く授業」が実践されてい ・チャイム着席の実践。 立が概ね達成されている。 り組みたい。また、自主的な学 れた。
に対応した教育課程を編成してい るか。 ②課題テストや小テストの実施などに ・一人ひとりの生徒の成績分析に ②授業に取り組む態度は良好であ 習習慣の定着、課題探究能力の
る。また、学力向上はもとより、 ②学習の習慣化への取組が より家庭学習の充実と確かな学力の よる成果と課題の確認。 るが、依然として主体的な学習 育成のための取組を進めたい。 ・学力低下が大きな問題であろう。英語の
確かな学力の定着を重視した授業 なされているか。 定着を図る。 ・小テストや課題テストの実施。 習慣の定着は十分ではない。 「総合的な学習の時間」の取 学力が低いのは、学習習慣が定着してい
展開を行っている。 ③生徒一人ひとりの学ぶ意 ③日常補習や長期休業中の補習に Ｂ 組みついては、特に研修旅行と ないことによるのではないか。今後人材
課題は、生徒の学力・学習意欲 欲を高める観点に立って、③一人ひとりの能力や個性に応じた学 ・一人ひとりの進路希望に応じた ついては充実した取組が行われ の連携について、本年度の反省 の確保と指導方法の工夫・改善が必要で
の差が大きい中で、生徒自らが主 学習指導が行われている 習指導や進路指導の実践。 指導の実施。 ている。 を生かしてより良いものとした あろう。
体的・意欲的に学習する課題探究 か。 日常補習や長期休業中の補習の充実。 ・計画的な補習の実施。 ④「総合的な学習の時間」の取組 い。
能力の育成である。 ④「総合的な学習の時間」 ④課題探究能力の養成と読書感想文の ・体験的な学習や問題解決的な学 は、生徒の主体的な活動の醸成 ・学校評価の結果を見ると、本校には特徴

「朝の読書」が生徒の主 取組推進。 習活動の実施。 に役立っている。 がないと感じている職員、生徒が多いが、
体的な学習活動に結びつ それは間違いである。新宮高校はアイデ
いているか。 ンティティのある学校である。それをど

生徒の多様な進路希望に対応し ①一人ひとりの生徒への適 ①進路検討会の実施により、生徒の状 ・進路指導年間計画の着実な実施 ①進路指導部と学年により進路検 今年度は国公立大学合格者数 う伝えていくかが課題であろう。
２ た進路指導が行われている。課題 切な進路指導がなされて 況を学年全体で把握し、適切な指導 と成果の確認。 討会を行い、生徒個々に応じた が３２名に達した。担任を中心

は、一人ひとりの生徒の能力を十 いるか。 に反映させる。 ・進路検討会の定期的な実施。 適切な進路指導の取組がなされ に細やかな指導を行った結果、 ・今の中学生はおとなしくて大人の言うこ
分に引き出せていないことであ ②生徒・保護者へ進路情報 ②個別の進路相談（面談）と生徒、保 ・個別面談及び三者面談を年間５ ている。 入学時の学力を伸ばすことがで とをよく聞くが線が細い。これからの世
る。この課題を克服するために、 の提供が適切に行われて 護者との三者面談の実施。 回以上実施。 ②各学年別進路便りの発行、進路 きた。来年度も生徒の実態を正 の中で通用する生徒を育てるために、家
職業観の育成や生き方を考える機 いるか。 ③進路便りや学年便りの定期的発行。 ・生徒及び保護者へのタイムリー 講演会の実施等により、情報の Ｂ 確に把握し、今年度同様、国公 庭を巻き込んで社会性を身に付けさせる
会が必要であり、ガイダンス機能 ③一人ひとりの生徒の成績 進路講演会の実施。 な情報提供。 提供が適切に行われている。 立大学後期試験まで粘り強く取 必要があろう。
やキャリア教育の推進・充実によ 等の情報が進路指導に生 日常補習、長期休業中の補習や外部 ・保護者対象の進路講演会への参 ④進路講演会やキャリアゼミナ り組んでいきたい。
り、主体的に進路選択する力を育 かされているか。 講師による進路講演の実施。 加者数の増加。 ール等の意欲向上を狙いとする ・運動クラブに関して、和歌山市内の学校
成する。 ④キャリア教育が計画的に ④進路ガイダンス、進路講演会、キャ ・進路指導年間計画の完全実施と キャリア教育の観点での取組が ばかりが全国大会に出場していてバラン

実践されているか。 リアゼミナールの実施。 効果の検証。 なされている。 スを欠くように思う。
若手教員の指導力の向上が本校 ①65分授業に応じた指導方 ①教科等教育法研究事業による授業充 ・教科等教育法研究事業に基づく、 ①全ての教科が年１回の研究授業 次年度もＩＣＴの活用、アク

３ の大きな課題ととらえ、若手教員 法と評価の工夫がなされ 実と授業改善。 各教科年１回の研究授業の実施 を実施した。今年は、県教育実 ティブラーニングを意識した研 ・入学前教育の充実を図ってもらいたい。
を巻き込んだ学校全体の組織的実 ているか。 と公開授業の実施。 践研究大会において、公開授業 究授業の実施や教師力向上のた
践力の強化に努めている。若手・ ②若手教員の資質向上を中 ②若手教員へのOJTの実施。 ・現職教育を年間10回以上実施。 も行った。 めの現職教育の取り組みを継続
中堅教員には学校運営に積極的に 心とした校務分掌業務の ②ミドルリーダーを各分掌に配置 していきたい。
係わらせるとともに、OJTを推進 活性化ができていか。 ③問題解決的な学習活動の実施。 ・総合的な学習の時間・LHR・授業 し、業務の活性化を図った。 Ｂ 現職教育については、特に特
することで実践的指導力向上に努 ③思考力・判断力・表現力 が融合した学習活動の実施。 ④特別支援教育、いじめ防止対策、 別支援に関する内容を充実させ
めている。 を育む活動ができている 緊急時対応等に関する現職教育 たい。
課題は、全教職員が常に学び続 か。 ④現職教育の定期的な実施。 ・特別支援教育研修の実施。 を実施し、若手教員の資質向上

ける教員として、今日的課題に対 ④研修の充実 積極的な研修への参加。 ・先進校視察研修の実施。 に努めた。
応できる資質と校務運営に対する ・「緊急時の対応」研修の実施。

意識の向上である。

家庭・地域との連携強化する ①保護者・地域との連携が ①学校行事等をとおして、地域との連 ・保護者授業参観の実施。 ①彩雲祭・体育祭等の学校行事で 生徒の自己肯定感を醸成する
４ ことで、多様化する教育課題を共 とれているか。 携を深める。 ・学校行事の地域への広報活動。 は、振学会と連携し充実させる ことを通して、安定した学習環

有し、その解決に取り組んでいる。 ②全教員による共通理解と ・ＰＴＡ・生徒・職員による「新 ことができた。また新宮市や地 境を継続する。
規範意識，品位・品格を重んじる 指導が徹底されているか。 高クリーン作戦」の実施。 域住民と連携して高校生防災ス 学校行事等を通して、振学会
生徒指導が定着している。 ③異文化理解、実践的コミ ②校門・街頭指導の実施。 ・長期休暇中の諸注意の配布。 クールを行った。熊野古道ロン 及び地域とのより一層の連携を
課題としては、更に積極的に地 ュニケーション能力の育 列車の乗車マナーの指導の実施。 ・校内巡視の実施。 グハイキングは、荒天のためや Ｂ 目標とする。

域の教育力を生かすよう「共育コ 成、郷土の歴史・文化の 服装・頭髪の個別指導の徹底。 ・関係諸機関との連携。 むなく中止とした。
ミュニティ」の形成に努め、規範 理解、人権問題の理解、 交通安全指導の徹底。 ・清掃の徹底 ②全教員による指導の徹底と生徒
意識向上、グローバル人材の育成、 防災教育、等が保護者・ 薬物乱用防止指導の徹底。 の自覚から、今年度も落ち着い
ふるさと教育・人権教育・道徳教 地域との連携で取り組ま 校内美化の徹底。 た学習環境を保つことができ
育・防災教育等の推進につなげて れているか。 ③熊野古道ロングハイキングの実施。 ・体験型学習の実施。 た。
いく必要がある。 姉妹校あるいは地元自治体の姉妹都 ・国際交流事業に参加する生徒数 ③地域における行事には、文化ク

市などの国際交流。 の増加。 ラブを中心に積極的に参加し
た。


